
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 火災 

発生日時 令和６年８月１５日 １１時０７分頃 

発生場所 岡山県倉敷
くらしき

市水島
みずしま

港 

水島港西１号防波堤灯台から真方位１６９°１.５海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°２６.６′ 東経１３３°４４.４′） 

事故の概要 貨物船MAA
マ ー

 SALEHA
サ レ ハ

 BEGUM
ベ ガ ム

は、錨泊中、機関室で火災が発生した。 

事故調査の経過 令和６年８月２２日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 MAA SALEHA BEGUM（バングラデシュ人民共和国籍）、２９,４９３トン 

 ９２１３１５５（ＩＭＯ番号）、S.R. SHIPPING LTD. 

 ディーゼル機関、２サイクル、出力８,７３０kＷ、回転数毎分  

１２７、６気筒、ボア４８０mm、使用燃料Ｃ重油、機関製造年月不

詳、２００１年進水 

 乗組員等に関する情報 船長（バングラデシュ人民共和国籍）、免状不詳 

機関長（バングラデシュ人民共和国籍）、免状不詳 

 負傷者 なし 

 損傷 ３号発電機及び機関室壁面に焼損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 (1) 本事故発生までの経過 

本船は、船長及び機関長ほか２３人（全員バングラデシュ人民

共和国籍）が乗り組み、水島港の検疫錨地で錨泊していた。 

機関部の乗組員６人は、機関室で運転中の３号発電機の原動機

（以下「本件原動機」という。）の排気温度を調整する作業を行っ

ていたところ、本件原動機から火炎が上がっているのを見た。（図

１及び図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 火災発生場所概略図 
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機関部の乗組員は、本件原動機の５番シリンダー燃料油高圧管

の取付部（燃料噴射ポンプ側）（以下「本件取付部」という。）か

ら燃料油が勢いよく噴出しているのを認め、本件原動機の排気管

付近から火柱が上がっていたのを見た。（写真１及び図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本件原動機 
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図２ 事故発生場所概略図 
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図３ 本件取付部、Ｏリング*1等の構造 

 

乗組員は、直ちに消火活動を開始した。 

本船近くにいた船舶の乗組員は、本船からの黒煙を見て、本事故

の発生をポートラジオ*2に連絡し、ポートラジオは、海上保安庁に

通報するとともに本船の代理店に連絡した。 

本船は、乗組員及び巡視船によって消火活動が行われ、１８時 

５４分頃、鎮火した。 

(2) 本件原動機の整備状況 

燃料噴射弁の整備記録及び取り外したＯリングの状態は、乗組

員の協力が得られず、客観的な情報を得ることができなかった。

（図３参照） 

(3) 本件原動機の運転時の保守整備に関する情報 

本件原動機の排気管表面温度は、約４００～５００℃であっ

た。また、燃料噴射圧力は、約３０MＰa で、燃料油の引火点は約

７０℃、発火点は２５０～３８０℃であった。 

本件原動機製造会社によれば、燃料噴射弁は１,０００～１,５００

時間ごとに保守整備を行い、その際、高圧管を取り外すので、本

件取付部のＯリングを交換するよう推奨している。 

 
*1 「Ｏリング」とは、断面がＯ形（円形）の環状のゴム部品で、気体や液体の漏れを防ぐためのシール材をいう。 
*2 「ポートラジオ」とは、港湾法において港務通信施設として位置付けられ、各港湾を利用する船舶に対し、港の

窓口として様々な情報を提供する無線局をいう。 

Ｏリング 

燃料噴射ポンプ 

シリンダーヘッド 取付ボルト 

本件原動機製造会社提供図を加工 

本件取付部 

※本件取付部は、Ｏリングが取り付けら

れており、取付ボルトで締め付けて油

密を保っている。 



分析 (1) 出火箇所 

① 機関部の乗組員は、本件原動機で火炎を見た。 

② 機関部の乗組員は、本件取付部から燃料油が噴出して排気管

付近で火柱が上がっているのを見た。 

③ ①及び②から、本件原動機の排気管付近で出火したものと考

えられる。 

(2) 出火の経緯 

① 機関部の乗組員は、本件取付部から燃料油が噴出しているの

を認めた。 

② 燃料油は、本件原動機の排気管表面温度が約４００～５００℃

であったことから、本件取付部から噴出して排気管に降り掛か

り、発火点以上になって着火したものと考えられる。 

③ 本件取付部のＯリングは、燃料噴射弁の保守整備の時期に

従って交換されていなかったことから、劣化していたものと考

えられる。 

④ ①～③から、本船は、錨泊中、機関室で火災が発生したもの

と考えられる。 

原因 本事故は、本船が錨泊中、本件原動機の本件取付部のＯリングが交

換されていなかったため、本件取付部から噴出した燃料油が本件原動

機の排気管に降り掛かって着火し、機関室から出火したことにより発

生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関長及び機関部乗組員は、ディーゼル機関の燃料油高圧管を取

り外した場合、Ｏリング等の消耗部品を必ず交換すること。  


